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プロジェクターを使用して発表

平成２２年度実践プロジェクト成績発表会

京都府立農業大学校の学生は、１学年の冬から２学年にかけて、

就農時に経営の軸となる作物を想定し、実際に栽培する「プロジ

ェクト学習」に取り組んでいます。

１２月１６日には、１年間取り組んできた活動の成績発表会を

行いました。栽培方法や作物の組み合わせが、収量や品質、労力

配分など、経営にどのように影響するのかを調査・分析し、報告

しました。プロジェクト学習の過程や発表の機会は、次代を担う

農業者として活躍するための貴重な経験となることでしょう。


